
１　施策目標
江東区の目指す姿

道路環境の整備、南北交通など公共交通網の充実、交通安全意識の普及啓発などが図られ、全ての人にとって
利便性・安全性・快適性の視点が取り入れられた交通環境が整備されています。

施策実現に関する指標（代表指標）

施策24
便利で安全な道路・交通ネット
ワークの整備

主管部長（課） 土木部長（地域交通課）

関係部長（課）
地域振興部長（地域振興課）、都市整備部長（都市計画
課、地下鉄8号線事業推進課）、地下鉄8号線事業推進
室長、土木部長（管理課、道路課、施設保全課）

59.7 66 地域交通課

指標選定理由 区民の移動実態やニーズを踏まえた交通ネットワークの整備状況を客観的に示す指標であるため

５年度 ６年度 目標値
（6年度）

指標担当課

区内の移動環境に対する区民の満足
度

％ 59.5 60.6 61.8 62.0

指標名 単位 現状値
（元年度）

２年度 ３年度 ４年度

分
析

達成度 ◆区内の移動環境に対する区民の満足度は59.7％であり、4年度と比較して2.3％減少した。
４

（順調）

施策コストの状況

種別 5年度予算 5年度決算 6年度予算 7年度予算

9,714,634千円

人件費 632,926千円 554,426千円 694,459千円 712,861千円

トータルコスト 7,096,402千円 5,716,389千円 7,828,259千円 10,427,495千円

事業費 6,463,476千円 5,161,963千円 7,133,800千円

主な取組 道路の無電柱化、橋梁の改修及び主要生活道路の改修

取組内容

◆橋梁の長寿命化、道路の無電柱化及び主要生活道路の改修を計画的に推進し、歩道のバリアフ
リー化や拡幅など安全で快適な道路環境整備を進めるとともに、老朽化した街路灯等の改修など道
路環境の保全を目的に適切な維持管理を実施していく。
◆道路と公園・河川などとの一体整備やドローンを活用した被災状況訓練の実施により、区内道路網
の安全性・快適性の充実を図っていく。

主な実施事業
道路改修事業、仙台堀川公園周辺路線無電柱化事業、新砂一丁目無電柱化事業、巽橋改修事業、
清水橋改修事業、大島橋改修事業、砂潮橋改修事業、緑橋改修事業、橋梁点検調査事業、橋梁塗
装補修事業

≪参考≫施策を取り巻く状況（社会状況／国・都の動向）

◆国は道路法等を改正し、賑わいのある道路空間創出のための制度として「歩行者利便増進道路」（通称：ほこみち）を2
年度に創設した。
◆道路交通法の改正により、令和5年4月1日より全年齢で自転車用ヘルメットの着用が努力義務となった。
◆地下鉄８号線の延伸については、令和3年7月の国の交通政策審議会答申において「早期の事業化を図るべき」とさ
れ、令和4年3月に鉄道事業許可がなされた。また、令和4年8月に都市計画素案説明会、令和5年6月に都市計画案及
び環境影響評価書案の説明会を都が実施するなど、都市計画及び環境影響評価の手続きが進められている。

２　施策目標の達成に向けた具体的な取組方針
取組方針1 安全で快適な道路の整備

取組方針2 安心を実感できる交通環境の整備

主な取組 秩序ある安全で快適な自転車利用環境の構築

取組内容

◆「江東区自転車利用環境推進方針」に基づき、こどもから高齢者まで幅広い層に交通安全教育を
実施することにより、自転車利用者等のルール、マナーの徹底を図っていく。
◆自転車走行空間の整備、自転車駐車場の整備、放置自転車の撤去及びコミュニティサイクル利用
の促進を図ることにより、安全かつ快適な交通環境を確保する。

主な実施事業
交通安全普及啓発事業、自転車駐車場管理運営事業、放置自転車対策事業、コミュニティサイクル
推進事業

取組方針3 公共交通網の充実

主な取組 地下鉄8号線延伸の推進、既存バス路線の充実

取組内容

◆地下鉄８号線延伸を着実に推進するため、東京メトロに対して整備事業費補助を実施する。また、
パネル展の開催や区民まつりへのPRブース出店等により本路線整備に係る機運醸成を図っていく。
◆既存バス路線の充実や増便を交通事業者に要請するなど、交通ネットワークの充実と交通サービ
スの改善に取り組んでいく。

主な実施事業 地下鉄８・１１号線建設促進事業、地下鉄８号線建設等基金積立金、地下鉄８号線建設費補助事業
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３　取組方針の実施状況

取組方針1 安全で快適な道路の整備
主管部長（課） 土木部長（道路課）

関係部長（課） 土木部長（管理課、施設保全課）

橋梁の長寿命化及び道路の無電柱化を計画的・効率的に推進するとともに、歩道のバリアフリー化や拡幅、環境負荷
低減への配慮など、安全で快適な道路環境を国や都との連携により創出します。また、老朽化した街路灯等の改修を
計画的に進めるとともに、道路環境の保全を目的に維持管理を進めます。さらに、道路と公園・河川などとの一体整備
や新たな土地利用転換による道路新設などにより、区内道路網の安全性・快適性の充実を図ります。

指標

指標名 単位 現状値
（元年度）

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

24,550 道路課

指標選定理由 災害に強い、安全で快適な道路の整備に対する区の取り組みの効果を示す指標であるため

分
析

達成度 ◆潮見及び有明における道路移管により、無電柱化道路延長は増加している。引き続き、現在実施してい
る2路線の無電柱化を計画的に進めるとともに、「江東区無電柱化推進計画」における優先整備路線の事
業化等に取り組み、無電柱化を推進していく。

４
（順調）

目標値
（6年度）

指標担当課

無電柱化道路延長（区道） ｍ 19,833
(30年度)

22,619 23,166 23,166 24,023

6,770,555千円 9,075,567千円

事業費 5,616,200千円 4,334,588千円 6,226,069千円 8,530,254千円

取組コストの状況

種別 5年度予算 5年度決算 6年度予算 7年度予算

トータルコスト 6,095,490千円 4,754,751千円

◆区内の無電柱化については、低コスト手法等の検討を行いつつ、「江東区無電柱化推進計画」に基づき進めていく。
◆道路改修に併せ、歩道設置や拡幅、バリアフリー化を行うとともに、透水性舗装等による環境負荷低減対策を実施し、
安全で快適な道路環境を創出していく。
◆老朽橋梁増に対し、「江東区橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、ライフサイクルコストを縮減した修繕を実施していく。

取組方針2 安心を実感できる交通環境の整備
主管部長（課） 土木部長（地域交通課）

関係部長（課）
地域振興部長（地域振興課）、土木部長（道
路課）

人件費 479,290千円 420,163千円 544,486千円 545,313千円

成果と課題

自転車駐車場の整備や放置自転車の撤去、自転車利用環境の充実や、コミュニティサイクルの促進を図ることにより、
安全かつ快適な交通環境を確保します。また、「江東区自転車利用環境推進方針」に基づき、こどもから高齢者まで幅
広い層に交通安全教育を実施することにより、自転車利用者等のルール、マナーの徹底を図ります。さらに、自転車通
行空間の整備を進めることにより、駐車ルールや運転ルールの徹底、マナーの向上を図り、秩序ある安全で快適な自
転車利用環境を構築していきます。

指標

指標名 単位 現状値
（元年度）

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

ー 地域交通課

指標選定理由 安心を実感できる交通環境の整備に対する区の取り組みの効果を示す指標であるため

分
析

達成度 ◆自転車の関与する事故件数は651件と、令和4年の679件と比較して28件減少している。交通事故
自転車関与率は全国23.5％、東京都46.3％、江東区52.9％であった。また、交通事故死者数6名のう
ち2名は自転車乗用中の事故であった。ー

目標値
（6年度）

指標担当課

区内で発生した交通事故件数（自転
車）

件
412

（30年）

363
(２年）

503
(3年)

679
(4年)

651
(5年)

394
(5年)

ー 地域交通課

指標選定理由 安心を実感できる交通環境の整備に対する区の取り組みの効果を示す指標であるため

５年度 ６年度 目標値
（6年度）

指標担当課

区内で発生した交通事故件数（高齢
者）

件
331

(30年)
245
(２年)

275
(3年)

386
(4年)

指標名 単位 現状値
（元年度）

２年度 ３年度 ４年度

分
析

達成度 ◆高齢者が関与する事故件数は394件と、令和4年の386件に比べ8件増加している。江東区の交通
事故高齢者関与率は32.0％（東京都32.6%）であり、また、交通事故死者数6名のうち1名は高齢者で
あった。ー

取組コストの状況

種別 5年度予算 5年度決算 6年度予算 7年度予算

403,696千円

人件費 113,607千円 99,081千円 110,092千円 110,398千円

トータルコスト 406,761千円 373,935千円 415,764千円 514,094千円

事業費 293,154千円 274,854千円 305,672千円

成果と課題

◆ 令和5年3月に改定した「江東区自転車利用環境推進方針」に基づき、ヘルメット購入費用助成、自転車点検整備費
用助成をはじめとした、「まもる」「はしる」「とめる」「いかす」の4つの視点を柱とした取り組みを実施している。
◆令和3年4月より一部の区立自転車駐車場において自動二輪車の受入れを開始しており、令和6年4月1日時点の収容
台数は5施設で計131台である。今後、自転車駐車場の拡充を図るなかで、自動二輪車の受入れ拡充も検討していく。
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４　一次評価《主管部長による評価》

5　二次評価《区の最終評価》 ※5年度の外部評価結果を反映した評価について太字で表記してあります。

取組方針3 公共交通網の充実
主管部長（課） 土木部長（地域交通課）

関係部長（課）
都市整備部長（地下鉄8号線事業推進課）、地下
鉄8号線事業推進室長

区の南北交通の利便性を高め、南北の経済的、文化的、人的交流を活発にすることで、区としての一体性が向上する
ため、区の都市軸上にある地下鉄８号線（豊洲～住吉間）の早期事業化を実現します。国や都、東京メトロ等と費用負
担のあり方や事業主体の選定等について合意形成を進めていきます。また、区民の移動実態やニーズの変化に合わ
せ、新たな地域交通手段の導入について調査・研究を進めるとともに、既存バス路線の充実や増便を交通事業者に要
請するなど、交通ネットワークの充実と交通サービスの改善に取り組みます。

指標

指標名 単位 現状値
（元年度）

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

66 地域交通課

指標選定理由 （代表指標に記載）

分
析

達成度

（代表指標に記載）代表指標に
記載

目標値
（6年度）

指標担当課

区内の移動環境に対する区民の満足
度

％ 59.5 60.6 61.8 62.0 59.7

641,940千円 837,834千円

事業費 554,122千円 552,521千円 602,059千円 780,684千円

取組コストの状況

種別 5年度予算 5年度決算 6年度予算 7年度予算

トータルコスト 594,151千円 587,703千円

◆二つの中間新駅整備を含む地下鉄８号線の延伸を計画どおりに進めるため、令和4年11月に都と費用負担に関する
覚書を締結し、4年度より東京メトロに対する補助を実施している。引き続き、都市計画手続き等が円滑に進められるよう
都及び東京メトロと連携・協力していくほか、早期の工事着手に向けた協議・調整を行っていく。
◆区内の公共交通は都営バスを基軸と考えていることから、都交通局に対し、既存の区内バス路線を維持・拡充するよう
要望していく。また、高齢者や子育て世帯等の移動支援が必要な区民に対し、地域公共交通を補完する新たな交通シス
テム導入に向けた検討を行っていく。

総評

◆交通安全意識の普及啓発、自転車通行空間や自転車駐車場の整備・充実により、各種指標につ
いて向上を図った。無電柱化をはじめとした道路環境の整備、地下鉄８号線の延伸、バス等の公共交
通網の充実など、中長期的な取り組みと合わせて更なる交通環境の充実を図っていく。

今後の方向性

◆全ての人にとって利便性・安全性・快適性の視点が取り入れられた交通環境の整備実現には時間
を要するため、引き続き各取り組みを着実に進めていくことが重要である。
◆道路環境の整備、南北交通をはじめとした公共交通網の充実、交通安全意識の普及啓発等、各取
り組みを着実に推進する。
◆新たな交通システム導入に向けた検討や区全域を対象とした地域の移動手段に関するマスタープ
ランとなる「地域公共交通計画」策定に向けた検討を進める。

人件費 40,029千円 35,182千円 39,881千円 57,150千円

成果と課題

総評
◆指標については順調に推移しており、施策の進捗状況は概ね順調であると言える。
◆今後も施策が目指す江東区の姿の実現及び指標の向上に向け、下記について着実に取り組む必
要がある。

実現に向けた
取り組み

◆各種インフラの整備・改修について、引き続き長期計画に掲げる整備・改修計画の着実な実施を図
るとともに、新技術の導入や職員の人材育成に積極的に取り組む。

◆秩序ある安全で快適な自転車利用環境の構築と持続可能な社会の実現に向け、「江東区自転車
利用環境推進方針」に基づき、自転車利用環境の整備及び自転車利用者等のルール、マナーの徹
底を図る。

◆地下鉄8号線延伸について、引き続き都市計画手続き等が円滑に進められるよう都及び東京メトロ
と連携・協力していく。

◆新たな地域交通手段の導入について、費用対効果及び区民のニーズを十分に調査・研究した上
で、交通環境の更なる充実を図る。

◆区全域における望ましい地域旅客運送サービスの姿を明らかにするとともに、区民や事業者などと
連携して「地域公共交通計画」策定の検討を進める。
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